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学校内サポートが中学校教員の

生徒 ・保護者ストレスに対する

認知的評価に及ぼす影響
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This study examined how the disparity bcい、ieenthe 

support expected and received from colleagues， manag 

ers， and school counselors affects cognitive appraisal of 

slrcss of students and their parents. A Questionnail巴

was distributed to 703 junior high school teachers， and 

473 teachers repli巴dit. The result indicated that the 

disparity between the expected and received support 

had、ariouseffects on the cognitive appraisal， and 
corroborated the model of social support proposed by 

lnaba( 1998). 
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問題と目的

i北米のサポート研究では，サポート の供tすが無条件でス

トレス!I壊滅につながると いう前提が作在していた。しか

し，サポート の供与が必すしもス トレス峰減につながらな

いという研究結果(例えば，rl*j'iil1， 2000;折、， 2006)も

I-¥i児されるよう になり，サポート の何効性のUJ;I点からも，

サポート のストレス軽減効果について精級に再検討をする

必要があるといえる。

そこで本研究では，①l般場内サポートがストレ yサーの

よ己知的評価に及ぼす影響の倹討，②稲築 (1998)のサポー

ト段受の文脈がサポ ー ト の効栄に );!3~'押するとい う 「文11眠 モ

デル」を基に，職場内でのサポート への期待(以下， ESと

する)と実際のサポート変容(以下， I~S とする)の ミス

-:< "/チが与えるストレ yサーの認知的行ftlliへの影響の検

討，の 2点、を目的とした。
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短報

方法

調査対象 2006年7-9月に関東|盟 A，B県にあるス

クールカウンセラー(以 f，SCとする)が配位されている

公立中学校 32校で調査を行った。一般の教諭l[i，&703名を

調査対象とし， 473名から有効回答を得た (臼効同答ヰ1

67.28%)。
調査内容 何日11ゃ"Io齢などのほかに，森 (2004a，2004 

b)の巾学校教員の学校長I人ストレ yサー尺度 27JI~m のう

ち生徒 ・保護者にI)!;Iする項目 16項目 (5例法)，鈴木 ・坂

野(1998)の認まJl(I'.j許制liiJliI定尺度 8項目 (4fLI:r:1J， j集・ご

illl (2007)の職場l訪問における短縮版ソ ーゾヤルサポー ト

尺度 6JJ'II=Iなとについて回答を求めた。

調査手続き ストレソサーを統制するため， 18校では

「生徒 ・保設荷への借導 ・対応の難しさ(以下，指導対応と

する)J9 J頁日とそれに対する認知的評価への回答を， 16 

校では「生徒 ・保護者との信頼関係のなさ(以下，f言煩の

江さとする)J7項目とそれに対する認知的評価へのいl答

を求めた。そして，そのストレ yサーに対して，同僚教員

(以下，1百l僚と世る)・管理職 ・SCそれぞれへのサポー ト

期待 (5件法)，実|擦のサポート受容 (5件法)について阿

答を~Iどめた 。 なお ， 欠t副首がある場合は， 分析ごとに除外

しfこ。

結果

RSの認知的評価への影響 ストレ yサーを平均値で 2

1咋に ， 問。~ ・ 管理l徹 ・ SC からの RS を平均値:t 0.5 SD で

31斤に分吉11し，それらを独立変数，認知的評filliJ'<!.度の4-f 

i立尺l支を従属変数とした分散分析を行った (Tabl巴 1)。そ

の結果， ストレソサーが指導対応の場合， SCサポート の

コン トロール可能的への主効果が認められ，サポー トが多

いほどコン トロール可能性が高かった。ス トレ yザーが(ご

舶のなさのJ:g合，同僚サポート のコミ y トメントと杉抑制二

への主刻j巣が認められ，サポートが多いほどコミ y トメン

トと影響性が尚<， またコン トロール可能性へのうど互作m
が認められ，ストレスが低い状況ではサポート が多いほう

がコントロ ール可能性は高く，逆にストレスがおし、状似で

はサポートが多L、ほうがコ y トロ ール可能性は低かった。

そして雪官f:HI般サポート のコ ミy トメン卜 への主効果が認

められ，サポートが多いほとコミ y トメントが両く ，また

);~;~~t~l:へのうど互作用が認められ， ストレスがr~:j，、状況では

サポートが多いほうが影響性は高かった。これらの紡梨よ

り，サポー トが必ずしも託竹羽的百平自lIiにポジティブなhgfjFを

もたらさないことカ刈リlらカ=となった。

ESとRSのミスマッチの認知的評価への影響 li:il僚 ・
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Table 1 ストレ yサ と受評されたサポートを仙i7t'数とした分散分析(サボ 卜，交71.fr:1刊が有意な組み合わせ のみ)

'1ド-
ストレッリ 1ST):生徒 ・似J並行へのJH叩・対lι、のirttしさ ス卜レソサー 1ST):IIJ，Ë ・ 似謎訂との(;(，1出1~1f，f，の な さ

従凶変数 ST 受?守されたサボー 1.ISU) 分散分析 受?号されたサボー l'ISU) 分散分析

サポート L サポート M サボー1.1-1 SU 交IL門川 サポート し サポート M サボー1.1-1 SU 交J.il'llll
叫 2.8210.81) 3.0110.57) 3.1110.58) 274(0.72) 3.2510.55) 3.39(0.67) 日n.s. 1I.S. _.. .，-• -， -' - ~'- ' - - ' : . :~ ' =.- ~ ， 14.06*本
11，肝

|口If市教i1マ~
l口¥/汗コiッ|

メント
29810.(11) 2.9610.61) 2.9010.(6) 2.8810.59) 3.2210.65) 3.39(0.49) 

低[拝
'i'iPI!1股古市

29810.65) 2.911(0.60) 3.) 210.65) 2.93(0.61)) 3.) 0(0.68) 3.211(0βO) 企

Hとよ 11.5. -:::'==':':，' = . ~ -':'::::' :::'::: :':'==' 3.7(j本291 (0.68) 3.00(0.57) 2.9310.66) ...... 2.93(0.61) 2.97(0.62) 334(0.53) 

{止/tl
1，;1f庇救口一一一

~:~ I咋
2.72(0.67) 278(0.63) 2.96(0 (5) 2.53(066) 2.90(0.65) 301 (073) 放念II.S. II.S. -'--¥-'--1 _._ -，_._-} _._. ，_.. -， 7.31 *ホ

影響1'1
274(0.79) 2.92(0.58) 2.82(0.75) 2.85(0.67) 3.08(0.62) 3.26(0.63) 

i止昨
'HJ1I'1版一一一

287(0.71) 2.75(0.58) 2.95(0.69) 2.55(0.69) 2.87(0.66) 2.88(0.77) 11.5. n.s. _._-，_._-， _._. ，_._-， _._-，_.. 11.5. 2.95 
日併 276(0.70) 2.811(0.66) 2.93(071) 3.08(0.61) 2.79(0.71) 321(0.58) 

コン卜
11llrt 

"'1的教員
261 (0.60) 2.4 1 (0.61) 2.39(0.65) 258(062) 27'1(0.4'1) 286(0.63) n.s. 1I.S. :::'-:::':':::_' _ _:':' _ ' :::.~ ' = ' =~ f 1I.S. 2.71 

ロール
t'~;j I拝 215(0.74) 2.27(0.67) 2.1510.57) ...... 2.40(0.58) 2A 7(0.411) 2.2'1 (0.51) 

可能!'I {正/tl
SC 一一一ー
日/tl
232(0.73) 236(0.54) 2.511(0.61) 0 n，H 2.70(0.66) 2.811(0.55) 2.611(0.57) 

3.25*キ 11.5.
210(0.70) 2 14(0.65) 2.33(0.66) .... ..... 2.'1310.59) 233(0.51) 2.31 (0.55) 

it)サポトの数値は平均値(標準(I"iz%.)を示 L，分散分析の数値は Fm'Iをノj、す 功、く OJ *ρく 05 Tく 10

Table 2 サポートのずれを独占一変数とした分散分析(向 lヒtな科lみ合わせのみ)

ス卜レ ッサ

生i;t・保tiQ，''iへの
指導 ・ιt!t:の雌しさ

生徒 ・保護訂との
(百刺iI品If干のなさ

サボーター

向。;{教員

色I'l!Ili~

。L属ti..数
台戚性

向IT;!(!'I
コン|ロールロIíi~!'1

コミッ lメント
!日|自主教H

fT威何
?~ii HHtffl\: コミットメ ノト

主i:)サポ ト のサれの数値は平均値 (t~i準偏差) を心す

1:IW'i以卜
1.77(0.76) 

1.86(0.69) 

2.19(0.62) 
3.17(0.57) 

159(061 ) 
3.2510.59) 

管問!I倣 ・SCに対する ES，RSを平均値 :i:0.5SDで 3分

し， その品目み合わせから IWli寺はずれ (ES> RS)J ['ほほ

致 (ES'"RS) J 11切符以J~. (ES < RS)Jの 3Wfを設，1二し， こ

の 3/引を独立変数， 認知的評(11Ii4 ff立尺度を従属変数とし

た分散分析を行った (Table2)。その4古果，ス トレソサーが

指導対応の湯合，同僚サポートが!UJi奇はすれであると合成

性は高く，管J}I!I被サポートが期待はずれであると筒波利ーが

高く ，ほほ-'1'主であるとコントローノレI1J白E制二が向かった。

ス卜レ y サーが信頼のなさの場停i， 1百l僚サポートが!Uli~j は

ずれであるとコミ y 卜メントが低く， ESと RSがほほ一

致していると脅威性が高く ，管j=[I.!J倣 サポートが則待はずれ

であるとコミ y トメントが(ほかった。 これらの結果より，

ストレ yサーの認知Ifl(n'l'-!IlIiへの RSの影響が ESのf工皮に

より異なる可能'ttl:が示唆された。

考 察

RSの認知的評価への影響 ストレ yサ が指導対応の

場合での SCサポートのコントロ ノレ可能性へのポゾティ

フな影響は， SCの教員に対寸るコンサノレテーゾヨンが一

定のi，J)梨を上げていることの現れと考えられる。 ストレソ

サーが信頼のなさの場合での同僚サポートのコミ y トメン

卜，影響t'lーとコントローノレ可能位への影響，管J'I!I[i政サポー

トのコミ y トメント，影響性への影響は，同僚や管1[j!J肢の

サポー トがストレス対処を促サことを不唆しているのだろ

う。 また，同僚のサポ 卜が， f言4羽のなさというストレ y

サーが深刻な状況で効果を発舟iしないのは， この純のスト

レスが教員の臼尊感情に影響を与える深刻なものであるか

ゆえに，逆にサポー トの供与がjllJi[iifされてしまうという状

サドー トのずれ 分散分Vi'*，!i恥
11 ほほ j主 川 !引けはずれ F値 t-1fJ:比較
2.07(0.79) 2.46( 1.02) 8.29** 111<1.11 
2.0510.82) 2.211(0.98) 2.51 ¥ lく111

2.43(0.65) 2.11(0.65) 6.35 1.111<11 

3.17(0.641 2.88(0.81) 2.74 I 1， 11< 111 
2.0410.81 ) 1.85(0.71) 4.06' 1<11 

3.1310.68) 2.90(0.70) 2/13' 111<1 

本木ρく 01 *ρく 05 ρく 10 

況を反映していると思われる。

ESと RSのミスマッチの認知的評価への影響 スト

レ y サーが指導対応でのjcj'JfI!I[被サポー トの向威性への影

響， ストレソサーが信頼のな さでの同{京サポート のコミ y

トメントへの影響，管理l般サポー卜のコミ y トメ νトへの

影響は， 1サポート!Uli寺が大きいほと，その欠如lがサポート

の受け下に心問的不満を生む」 とする稲葉 (1998)の文脈

モデルを支持す一る結果である。 ストレッサーが信頼のなさ

の場合で， 1百)(氏サポートが!UJi占どおりであることが向域性

を両く比積もらせるというt山県は J明待はずれのサポート

は信制限i係のなさを過度にむ識させず，期待以上のサポー

トはサポート本来の効果を発抑し角!戒性を低く見fi'iもらせ

ることを示していると思われる。 またストレ y吋ーがJH導

対応の場合で，管理職サポートが期待どおりであることが

コントローノレ可能性を高く見的もらせるという結果は，mj 

i寺はずれの場合は，管出11[ill:が期待したほどサポートをしな

いこと IJ体がストレスとなり，また期待以上の場合は，期

待した以 j'.のサポートが教員としての自尊感情に影響し，

サポ 卜 が逆効果とな っ たと WI~釈できるだろう 。
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